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横浜方切替口の状況 

天王町駅の工事状況 

天王町駅ホーム

 

11 月からの上り線

レール敷設は完了 

ホーム上の整備、上り線高架化後も進められ

る駅構内の整備を進めています。 

上り線では、レールの敷設が完了し、駅構内

の整備を進めています。 

 

星川駅の工事状況 

星川駅エスカレーター設置工事の状況 天王町駅コンコース 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

連続立体交差事業とは？ この事業はいつから？ その効果とは？ 

『連続立体交差事業』とは、鉄道を連続的に高架化

等することにより、道路と鉄道の立体交差化を図る

事業です。右のような効果が期待でき、都市活動の活

性化に寄与します。 

本事業は、平成14年度に都市計画決定を行い、事

業を進めてきました。事業区間内の『開かずの踏切※』

９箇所のうち７箇所を立体交差化（２箇所を廃止）す

ることができます。 

昨年 3 月の下り線高架化に続き、今回の上り線高

架化により、踏切は除却されます（星川 6 号踏切は

周辺道路整備後、廃止）。交通は円滑化され、踏切事

故が無くなり安全性は向上します。 

 
※ピーク時間の踏切遮断時間が40分/時以上の踏切 
 

全線高架化前にあらためて 

交通の円滑化 
踏切除却による交通渋滞の解消など 

安全性の向上 
緊急時の活動の迅速化など 

地域の発展 
鉄道で分断されていた地域の一体化など 

利便性の向上 
周辺道路整備や高架下空間の有効活用など 

横浜市 星天ニュース 検索 

 
相鉄 連続立体交差工事 検索 

※ 工事期間については、天候や工事進捗状況により変更になる可能性があります。 

今後の工事予定 

星川駅近くでは電気関係の工事や、お客様の安全確保につながるホーム上の保安設備の設置

を進めています。 

電気設備工事や保安設備の設置を進めています！ 

上り線高架化後は、旧踏切部の工事や駅舎、留置線、周辺道路整備を行っていきます。 

 

線路・地盤改良・ホーム改修・上屋 既存橋補修・ホーム・上屋・外壁改修 ホーム・上屋・旅客トイレ新設

留置線構築

駅構内通路 エレベーター・エスカレーター・階段 駅事務室・旅客トイレ新設

線路撤去

星川6号～星川1号踏切周辺 天王町2号～天王町1号踏切周辺 天王町2号～星川1号踏切・駅前広場

平成30年 平成31年 平成32年 平成33年 平成34年

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度
施工場所

天王町駅

星川駅

留置線
天王町駅～星川駅間

既存線路
星川駅～和田町駅間

周辺道路
天王町駅～和田町駅間


